
2時間56分
1時間23分

新幹線整備と所要時間の短縮について

大宮
東京

博多

八戸
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新函館北斗

長野 高崎

金沢
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5時間22分
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4時間27分
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3時間40分
1時間17分

2時間22分
1時間07分

九州新幹線（鹿児島ルート）九州新幹線（鹿児島ルート）

○ 新八代・鹿児島中央間
平成１６年（２００４年）３月開業

○ 博多・新八代間
平成２３年（２０１１年）３月開業

北海道新幹線北海道新幹線

○ 新青森･新函館北斗間
平成２８年（２０１６年）３月開業

北陸新幹線北陸新幹線

○ 高崎・長野間
平成９年（１９９７年）１０月開業

○ 長野・金沢間
平成２７年（２０１５年）３月開業

東北新幹線東北新幹線

○ 盛岡・八戸間
平成１４年（２００２年）１２月開業

○ 八戸・新青森間
平成２２年（２０１０年）１２月開業

( 東京・青森間 )

( 東京・函館間 )

( 博多・鹿児島中央間 )

( 東京・長野間 )

( 東京・金沢間 )

(参考) リニア中央新幹線(参考) リニア中央新幹線

○ 品川・名古屋間
令和９年（２０２７年）完成予定

○ 名古屋・新大阪間
令和２７年（２０４５年）から最大８年間完成前倒し予定

( 東京・新大阪間 )

93分短縮

79分短縮

８４分短縮

143分短縮

88分短縮

75分短縮

※ 新八代・鹿児島中央間開業前と
博多・新八代間開業後との比較 ※ 盛岡・八戸間開業前と

八戸・新青森間開業後との比較
※ 開業後は新青森までの所要時間

※所要時間は最速達時間の比較
（上段：開業前、下段：開業後）

※ 開業後は新函館
北斗までの所要時間

九州新幹線（西九州ルート）九州新幹線（西九州ルート）

1時間25分

23分 62分短縮

○ 武雄温泉・長崎間
令和４年（２０２２年）９月開業

( 武雄温泉・長崎間 )

長崎

武雄温泉



道南いさりび鉄道

青い森鉄道

ＩＧＲいわて銀河鉄道

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）開業後の実績について

これまでの利用状況

新函館北斗・札幌間
２０３０年度末完成予定

新青森
八戸

いわて
沼宮内

二戸

新函館北斗

新八雲
（仮称）

長万部

倶知安

新小樽
（仮称）

札幌

盛岡

函館

青森
奥津軽

いまべつ

七戸十和田

目時

五稜郭木古内

新青森・新函館北斗間
平成２８年３月開業

・輸送人員（新青森～新函館北斗間）

平成２８年度 約227.2万人

（約6,200人／日）対２７年度比 約１６０％

平成２９年度 約181.4万人

（約5,000人／日）対２７年度比 約１２８％

平成３０年度 約167.2万人

（約4,600人／日）対27年度比 約１１８％

○ 平成２８年３月２６日に開業した北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）は、開業１年間で前年比約１．６倍※の利用
客数を記録するなど、利用状況は好調に推移。※ 開業前の青森～函館間、開業後の新青森～新函館北斗間の輸送人員で比較。

○ 沿線の主要観光地では観光客数が増加し、ホテルの新規開業など開発も活発化。

・函館～札幌間の在来特急の利用状況
（平成３０年度）

・北斗・スーパー北斗（函館～札幌間）
対２７年度比 約１１０ ％

来函客数の増加

出典：財務省函館財務事務所（道南経済レポートH30.8発表）

＜北海道＞
・五稜郭タワー（函館市） 対２７年度比 １３２％
・函館山ロープウェイ （函館市） 対２７年度比 １１０％

＜青森県＞
・道の駅いまべつ 「アスクル」（今別町）

（奥津軽いまべつ駅隣接） 対２７年度比 １４９％

4時間26分

5時間22分

開業後

開業前

時間短縮効果

・北海道新幹線輸送人員のうち、出発地又は目的地
が東北地方である旅客（平成２８年）

約4,200人／日 対２７年比 約１５０ ％

新青森・新函館北斗間 最速 ５７分
東 京・新函館北斗間 最速３時間５８分

東北と北海道との間の結びつきの強化

出典：ＪＲ北海道公表資料より算出

出典：JR北海道

宿泊施設のリニューアル、新規開業計画

※出典： 日銀函館支店、 施設聞き取り、「日刊政経」（地元紙）
※道の駅いまべつは、平成27年4月25日リニューアルオープンのため、対前年比は

5月以降の値

函館駅前・ベイエリアを中心に宿泊施設の開業等が進展
・ホテル含む複合施設の開発（平成31年度開業予定）

・外資系ホテルの進出（平成28年９月開業）

各施設の観光客数の増加
東京・函館間

平成２８年度 2,322千人 対２７年度比 約１２２％
平成２９年度 2,141千人 対２７年度比 約１１２％

５６分短縮

※乗車券発券数で集計した利用者数。前年度の在来線優等列車実績との比較

平成２８年度

平成２８年度

沿線地域活性化の進展

・日本政策投資銀行の推計によれば、北海道新幹線函館開業後の観光需要拡大による
北海道内への経済波及効果は約３５０億円

（平成２８年度の、増加した入込客の消費額と、運輸収入の増分を基に算出）

出典：「北海道新幹線開業による経済波及効果と維持・拡大に向けて」（平成３０年２月 日本政策投資銀行北海道支店）

経済波及効果



北陸新幹線（長野・金沢間）開業後の実績について

開業後の利用状況

○ 平成２７年３月１４日に開業した北陸新幹線（長野・金沢間）は、開業１年間で前年比約３倍※の利用客数を記録。
その後も利用状況は好調に推移している。※平成28年3月ＪＲ西日本社長会見にて発表

○ 新幹線開業前と比較して、金沢駅周辺では地価が約２倍に上昇し、沿線各地で観光客数が増加するなど、沿線地
域の活性化が進展している。

※ 開業前の直江津～糸魚川間、開業後の上越妙高～糸魚川間の乗車人員で比較 （出所：ＪＲ西日本プレス発表）
※ 平成２９年度については、①②は４～１２月、③は ４～９月における対平成２６年度比

（出所：富山県、石川県より提供／金沢市ＨＰ）

沿線地域活性化の進展

2時間08分

3時間11分

東京・金沢間 東京・富山間

2時間28分

3時間47分

開業後

開業前

開業後

開業前

時間短縮効果

７９分短縮 ６３分短縮 各施設における観光客数の増加（対平成26年度比）

観光入込客数の増加（対平成26年度比）

あいの風とやま鉄道

長野・金沢間（240km）
平成２７年３月１４日開業

高崎・長野間（117km）
平成９年１０月開業

富山

新高岡

金沢

黒部
宇奈月温泉

糸魚川

飯山

上田

佐久平
軽井沢

安中榛名

高崎
本庄早稲田

上毛高原

越後湯沢

浦佐

熊谷

大宮

上野

上越妙高

長野

長野・金沢間（240km）
平成２７年３月１４日開業

※ （出所：富山県、石川県統計資料）

金沢駅周辺における地価の上昇（対平成26年比）

※ （出所：国土交通省地価公示）

Ｈ２８年 Ｈ２９年 Ｈ３０年 Ｈ３１年 Ｒ２年 Ｒ３年 R４年

１５４％ １８４％ ２０５％ ２２９％ ２４６％ ２３２％ ２２７％

Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

富山県 １０７％ １１２％ １０９％ １２１％ ７６％ ８１％ １１８％

石川県 １１４％ １１４％ １１５％ １１５％ ６１％ ５７％ ８５％

Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 R４年度

① 宇奈月温泉
（黒部市）

１２４％ １２６％ １１５％ １２５％ ７１％ ６１％ ９２％

② 富岩運河環
水公園（富山市）

１１１％ １８１％ １６２％ １２０％ ７７％ ８４％ １０８％

③ 兼六園（金沢
市）

１５０％ １４２％ １４０％ １４０％ ６０％ ４５％ ８７％

Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

輸送人員 約858万人 約857万人 約869万人 約803万人 約281万人 約363万人

対H２６年度
比※ 約２７３％ 約２７３％ 約２７７％ 約２５６％ 約８９％ 約１１６％



【機密性２】

出水

新大牟田

博多

新鳥栖

熊本

新玉名

久留米

新八代

川内

筑後船小屋
武雄温泉

諌早

八代

長崎

小倉

新大村

嬉野温泉

鹿児島中央

新水俣

（鹿児島ルート）
博多・新八代間（130km）
平成２３年３月開業

（鹿児島ルート）
新八代・鹿児島中央間（127km）
平成１６年３月開業

（西九州ルート）
武雄温泉・長崎間（66km）
令和４年９月２３日開業

○平成１６年３月 新八代・鹿児島中央間が部分開業
○平成２３年３月 博多・新八代間が開業 → 九州新幹線（鹿児島ルート）が全線開業

開業後の輸送人員

【博多～熊本間】平均輸送人員
約１７,７００人/日（H２２年度）

⇒約２７,３００人/日（H２７年度）
対２２年度比 約１５４%

【熊本～鹿児島中央間】
約８，８００人/日（H２２年度）

⇒ 約１３,９００人／日
対２２年度比 約１５８ ％

出典：JR九州資料

のべ宿泊者数の増加（鹿児島県）

＜熊本＞

・水前寺成趣園（熊本市） 対２２年比 １５９％

＜鹿児島＞

・維新ふるさと館（鹿児島市） 対２２年比 １８１％
・桜島ビジターセンター （鹿児島市） 対２２年比 １３７％

※出典：熊本県観光統計、鹿児島市観光統計

各施設の観光客数の増加

沿線地域活性化の進展

平成２３年 対２２年比 約１０５％
平成３０年 対２２年比 約１３７%

※出典： 鹿児島県観光統計

時間短縮効果

博多・鹿児島中央間

2時間11分※

3時間40分開業前

部分開業後
（平成16年3月改正）

８９分短縮

1時間
19分

１４１分短縮全線開業後
（平成23年3月改正）

※部分開業後の所要時間には、新八代駅での乗換時間（３分）を含む

九州新幹線（鹿児島ルート）開業後の実績について

平成３０年

平成３０年

・民間シンクタンクの推計によれば、九州新幹線全
線開業後の観光需要拡大による熊本県内への経
済波及効果は約２００億円
（平成２３年３月～２４年２月の、増加した宿泊客の消費

額を基に算出）
出典：・財団法人地域流通経済研究所（現 公益財団法人地方経済総合

研究所）発表資料

経済波及効果

九州・関西間の交流人口の拡大

・山陽新幹線との相互直通運転の開始により、
航空と合わせた九州・関西間の交流人口が拡大
＜熊本県⇔関西＞
９３５人/日（H22年度）⇒１，２５７人/日（H２７年度）

対２２年度比 約３４％

＜鹿児島県＞
１，２７３人/日（H22年年度）⇒１，６７７人/日（H２７年度）

対２２年度比 約３２％
出典：JR九州資料


